
● NO.1608５ 平成１４（２００２）年９月１１日（水曜日）

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

◇道路網の修復的整備による落ち着きのある住
宅地の保全

◇荻窪駅周辺の都市活性化拠点の形成
◇善福寺川流域の「みどりと水の空間軸」形成

◇北部のみどり豊かな住宅地の形成
◇南部中央線沿いの防災まちづくり
◇環八・青梅街道沿いなどの沿道型土地利用

◇道路の整った、みどり豊かな住宅地の保全
◇下井草駅周辺の身近な生活拠点の育成
◇みどりと水のネットワーク形成

◇良好な道路状況を生かしたみどり豊かな住宅地の保全
◇総合的な交通安全対策
◇みどりを生かしたまちづくり

◇成熟したみどり豊かな住宅地の保全
◇西荻窪駅周辺の洗練されたイメージをもつ商
業・業務地としての育成
◇善福寺川周辺の「みどりの拠点」・「みどりと
水の空間軸」の形成

◇道路網の修復的整備による落ち着きのある住
宅地整備

◇五日市街道などの旧街道の面影を残す沿道景
観の形成

◇西荻窪駅周辺の洗練されたイメージを持つ商
業・業務地としての育成

◇生活道路のネットワーク化による落ち着きの
ある住宅地の形成

◇幹線道路の沿道型土地利用と沿道整備
◇井の頭線沿線の身近な生活拠点の整備
◇神田川沿いの「みどりの拠点」・「みどりと水
の空間軸」の形成

ゾ
ー
ン
別
方
針
凡
例

　

ゾ
ー
ン
区
分

１４

下井草ゾーン下井草ゾーン 荻窪北ゾーン荻窪北ゾーン 荻窪南ゾーン荻窪南ゾーン

西荻北ゾーン西荻北ゾーン 高井戸西ゾーン高井戸西ゾーン西荻南ゾーン西荻南ゾーン

上井草ゾーン上井草ゾーン
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●NO.1608 ６平成１４（２００２）年９月１１日（水曜日）

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

土地利用方針

道路・交通体系整備方針 市街地整備方針

　まちの問題点の中には、区全体として解決をはかる
必要のある課題が数多くあります。これらの課題に対
して、整備テーマごとにまちづくりの方向性をまとめ
た方針が、分野別方針です。
　分野別方針では、目標とする「水辺をよみがえらせ
みどりのまちをつくろう（くらしと環境が調和するま
ち）」を実現するため、区全体を対象にした７つの方針
を定め、この方針に沿ってまちづくりを推進していき
ます。
　このような方針を定めることで、近接するゾーンと
の整合性をはかり、区全体のまちづくりの総合性を高
めることができます（この方針図は縮小していますの
で、詳しくは本編をご覧ください）。
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低密度保全型
住宅地区
低密度基盤改善型
住宅地区
中低・中密度個別
改善型住宅地区
中低・中密度基盤
改善型住宅地区

商業・業務集積地区

近隣商店街地区

身近な生活拠点
（私鉄および地下鉄の各駅周辺）

地域生活拠点
（JR高円寺駅・阿佐ヶ谷駅・西荻窪駅周辺）

都市活性化拠点
（荻窪駅周辺）

主な公園・緑地
（都市計画公園を含む）

住宅団地地区

幹線道路沿道地区

都市型工業地区

低密度住宅地区

中低密度住宅地区

中密度住宅地区

商業・業務集積地区

幹線道路沿道地区

補助幹線道路沿道地区 大規模な民間グラウンドなど

住宅団地地区

都市型工業地区

近隣商店街地区 主な公園・緑地
（都市計画公園を含む）

補助幹線道路

幹線道路
（環状７号線、環状８号線、青梅街道、
甲州街道、放射５号線）

鉄道・駅

外郭環状道路

主要生活道路

　区の大部分を占める住宅市街地は、良好な居住環境を保全し、道路整
備などの課題を持つ地区の改善をはかります。一方、商業地区や幹線道
路沿い等の複合市街地では、各地区の持つ特徴を生かして住宅地と調和
した区内の産業の活力と創造性を生かす土地利用を進めていきます。

　建物の建て込み度合いと道路の整備状況の程度の組み合わせで地区を
分け、それぞれの地区に保全・修復・改善の対応策をたてて、地区の特
性に応じた整備を推進します。また、住環境整備を進めるとともに、駅
周辺の都市活性化拠点、生活拠点としての整備を進めていきます。

　区の道路交通問題を解決するには、環境問題と住民意向を踏まえ、事
業手法に留意しながら都市計画道路を整備する必要があります。また、
円滑な交通の確保と都市における環境負荷の低減のため、自転車利用の
推進、鉄道や南北バス交通など公共交通手段の利用を進めていきます。
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● NO.1608７ 平成１４（２００２）年９月１１日（水曜日）

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

みどりと水のまちづくり方針 防災まちづくり方針

福祉のまちづくり方針 景観まちづくり方針

みどりと水のプロムナード軸

みどりの軸

みどりの拠点
（善福寺公園周辺、和田堀公園・善福寺川
緑地周辺、（仮称）高井戸公園周辺、（仮
称）杉並南中央公園・塚山公園周辺）

運動場・民間グラウンドなど

主な農地・樹林・寺社地など

学校施設

みどりと水の空間軸

主な公園・緑地
（都市計画公園を含む）

水のみち
（水路敷を利用した遊歩道の整備）

〔保全・活用したいオープンスペース等〕

避難場所など

河川
（神田川・善福寺川・妙正寺川）

震災救援所（区立小・中学校）

避難路

延焼遮断帯

みどりの延焼遮断帯

浸水対策の推進

防災機能の重点強化地域

避難・消防活動の機軸となる道路

緊急道路障害物除去路線
避難場所などの検討
（日大第二中・高校周辺、（仮称）桃井中央公園周辺）

〔保全したい景観地等〕

〔駅周辺景観整備〕

みどりと水の空間軸、プロムナード軸

景観形成道路

知る区ロード

景観形成ゾーン

すぎなみ百景

主な公園・緑地（都市計画公園を含む）
身近な生活拠点
（私鉄及び地下鉄の各駅周辺）

地域生活拠点
（JR高円寺駅・阿佐ヶ谷駅・西荻窪駅周辺）

都市活性化拠点（荻窪駅周辺）

運動場・民間グラウンドなど

主な農地・樹林・寺社地など

学校施設

修景道路

　杉並区は震災に対する危険の指摘される地区が多く存在します。これ
らの地域では、建物の不燃化、耐震性の強化、道路の拡幅による延焼遮
断帯の形成などをはかることで災害に強いまちづくりを展開していきま
す。

　地域の現状や住民の生活に合わせた多彩なみどりの再生をめざし、み
どりを保全するとともに、循環型社会への転換を明確にし、省資源・省
エネルギー、ごみの減量とリサイクルの推進など地球環境に配慮した施
策を推進していきます。

　「知る区ロード」「まちデザイン賞」などの普及・啓発活動や大田黒
公園周辺、中杉通りなどにおける区民や事業者の参画による景観まちづ
くりの取組みを生かして、杉並らしさを発見し育てていくことで、地域
の特性にあったうるおいのある美しいまちづくりを推進していきます。

　２１世紀ビジョンでは、「子どもから高齢者まで、すべての人が安心し
て健やかに生活できる健康都市」を目標の一つとしています。すべての
区民、事業者、関係機関との協働により、バリアフリーやユニバーサル
デザインの考え方に基づく安全で快適な建築物・道路・公園などの整備
を進めていきます。
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●NO.1608 ８

杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１４（２００２）年９月１１日（水曜日）

　

目
標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、
ゾ
ー
ン
別
方

針
や
分
野
別
方
針
を
も
と
に
、

具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
進
め
方
（
図
７
）

�
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
る
、
各
分
野
別
の
ま
ち

づ
く
り
施
策
と
、
ゾ
ー
ン
ご
と

の
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
を
踏
ま

え
、
具
体
的
に
は
、
個
別
の
地

区
ご
と
の
計
画
（
地
区
計
画
な

ど
）
や
、
各
種
事
業
に
よ
っ
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

�
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
計
画

段
階
か
ら
の
住
民
の
参
画
を
基

本
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

住
民
の
多
様
な
価
値
観
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
反
映
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

�
都
市
の
骨
格
づ
く
り
な
ど
の

重
要
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、

住
民
に
働
き
か
け
、
住
民
の
意

向
を
十
分
に
反
映
さ
せ
な
が
ら

区
が
先
導
的
に
進
め
ま
す
。

�
広
域
的
な
課
題
に
つ
い
て

は
、
国
、
都
、
隣
接
区
市
、
公

共
・
公
益
機
関
な
ど
と
連
絡
・

調
整
を
図
り
、
密
接
に
連
携
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
の

役
割
と
責
任

　

ま
ち
づ
く
り
の
困
難
な
局
面

を
打
破
し
て
い
く
た
め
に
は
、

住
民
・
行
政
・
事
業
者
な
ど
が
、

何
よ
り
も
ま
ち
を
良
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
地
域
に
対
す
る
愛

情
を
持
つ
こ
と
や
、
地
域
の
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
む
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
各
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
、
責
任
を
も
っ
て
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

�
　

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

行
政
の
役
割

サ
ポ
ー
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
ま
ち
の
将
来
像

や
問
題
点
、
課
題
な
ど
を
提
起

し
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
道
路
・
公
園
な
ど
を

整
え
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た

住
環
境
の
改
善
を
進
め
ま
す
。

住
民
の
役
割

　

周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
住
ま

い
づ
く
り
な
ど
自
ら
で
き
る
こ

と
を
主
体
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
の
身
近
な
ま
ち

を
見
直
し
、
よ
り
住
み
良
い
ま

ち
に
し
て
い
く
方
法
を
近
隣
の

人
々
と
と
も
に
考
え
、
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

事
業
者
の
役
割

　

住
民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
企
業
活
動
を
通
し

て
、
地
域
住
民
と
の
協
力
の
も

と
に
社
会
的
役
割
を
果
た
し
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
な
ど
の
専

門
家
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
は
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、
専

門
的
知
識
の
提
供
や
諸
条
件
の

調
整
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住

む
人
び
と
が
主
体
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
「
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
」
は
、
区
政
資
料
室
（
区

役
所
西
棟
二
階
）、
図
書
館
、
都
市
計
画
課
（
区
役
所
西
棟
五

階
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
本
編
と
今
回
の
見
直
し
に
あ

た
り
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
と
め
た
「
区
民
意
見
集　

」
'０２

を
公
開
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
う

え
で
の
指
標
と
な
る
方
針
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
区
政
資
料
室
で
は
、
一
部
一
六
〇
〇
円
（
本
編
）
で

販
売
を
す
る
ほ
か
、
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 「
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
」
を

　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い

図７・まちづくりの基本的な進め方

�
行
財
政
改
革
の
推
進
と
ま
ち

づ
く
り
財
源
の
確
保

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
政
策
、
施
策
お
よ
び
事
務

事
業
等
に
つ
い
て
、
数
値
目
標

な
ど
を
用
い
て
有
効
性
や
効
率

性
を
評
価
し
、
さ
ら
に
、
施
策

の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
優
先

度
の
高
い
事
業
を
重
点
的
に
推

進
し
ま
す
。

�
規
制
・
誘
導
メ
ニ
ュ
ー
を
豊

富
に

　

地
区
の
特
性
に
応
じ
た
地
区

計
画
制
度
、
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
制
度
や
み
ど

り
の
モ
デ
ル
地
区
な
ど
の
区
独

自
の
規
制
・
誘
導
メ
ニ
ュ
ー
の

充
実
と
そ
の
導
入
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
応
じ
た

柔
軟
な
対
応

　

こ
の
基
本
方
針
は
、
現
時
点

で
の
将
来
に
わ
た
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
て
お
り
、
今
後
の
時
代

の
変
化
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

応
じ
て
、
区
民
の
く
ら
し
と
環

境
が
調
和
し
た
自
然
豊
か
な
魅

力
あ
る
ま
ち
が
実
現
で
き
る
よ

う
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
的
な
実
践
な
ど
を
踏
ま
え
、

こ
の
基
本
方
針
を
区
民
と
共
に

育
て
て
い
く
考
え
方
で
、
見
直

し
・
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
展
開

　

杉
並
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
回
見
直
し
た
ま
ち
づ
く
り
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
防
災
や
区

民
生
活
向
上
の
た
め
の
必
要
性

の
高
い
も
の
か
ら
選
択
し
、
区

の
基
本
計
画
、
実
施
計
画
に
組

み
入
れ
て
実
現
を
図
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
、
取
組

み
の
姿
勢
や
理
念
を
明
ら
か
に

し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
区
民
の

参
画
の
仕
組
み
な
ど
を
定
め
る

（
仮
称
）
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り

条
例
な
ど
を
制
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
区
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
、
で
き
る
限
り
計
画
づ
く

り
の
段
階
か
ら
、
実
施
、
運
営

に
い
た
る
ま
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
に
よ
り
区
民
参
画
型

事
業
の
展
開
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。

�
井
草
森
公
園
の
コ
ス
モ
ス
（
花
の
名
所
づ
く
り
）

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
徐
々
に
ま
ち
を
変
え

て
い
く
と
い
っ
た
個
別
的
、
地

域
的
な
取
り
組
み
に
な
る
場
合

が
多
く
、
息
の
長
い
事
業
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
み
心
地
の
良
い
ま

ち
は
、
法
的
な
規
制
に
依
存
す

る
だ
け
で
は
実
現
で
き
ま
せ

ん
。
ま
ち
に
暮
ら
す
人
び
と
自

ら
が
ま
ち
を
大
切
に
し
、
ま
ち

に
住
ま
う
共
通
の
ル
ー
ル
を
育

て
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
快
適
な

ま
ち
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
身
近
な
地
域
の
ル

ー
ル
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
根
源
で
も
あ
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

区
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関

心
を
喚
起
し
、
住
民
の
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
え
る

た
め
の
制
度
を
充
実
し
、
区
民

と
共
に
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

体
制
の
充
実

�
組
織
体
制
の
整
備

　

ま
ち
づ
く
り
関
連
部
門
で
構

成
す
る
推
進
組
織
の
機
能
の
充

実
を
は
か
り
、
区
民
に
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
進
捗
を
明
ら
か
に

し
、
区
民
の
側
か
ら
ま
ち
づ
く

り
基
本
方
針
の
進 
捗

    

状
況
を
評

し
ん
ち
ょ
く

価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
ま
す
。

�
ま
ち
づ
く
り
職
員
の
育
成

　

区
民
や
事
業
者
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
知
識
と
熱
意
を
持
っ

た
職
員
を
育
成
し
ま
す
。

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）
な

ど
と
の
連
携

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

普
及
啓
発
、
相
談
・
助
言
な
ど

の
支
援
を
通
し
て
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
を
広

く
推
進
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
実
現
の
た
め
に


